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-
5四

十
周
肉
十
五
側
主
で
こ
の
Z

エ
鳴
を
つ
〈
ワ
て
三
雲
量
の

も
の
に
し
た
も
と
現
在
や
り
つ
つ

あ
の
ま
す
@
J
2
5
は
一
人
-
回
一
キ

開
グ

'
I
a
L
と
し
て
二
O
万
人
口
で

毎
回
一

-g

b

y

三

喜

に

な

れ

ば
三
五
o
t
そ
こ
ま
で
て
て

お
け
ば
大
丈
夫
と
t
う
こ
L
と
に
な
り

ま
す
。奈
良
術
2
4
量
の
た
め
に

五

事

W

2

2

八

回

一

草

書
か
あ
り
ま
す
・
こ
れ
ら
の
蓄

を
お
祭
り
す
る
ん
で
す
@
空
E

細
鑓
守
の
機
。
に
慰
盤
喝
を
建
て
て

;
iにし

ま

す

・

t
幻

E

宇

品

ρ

ら
や
っ
て
ま
し
E
吉
年
一
一

万

八

八

六

八

段

i

z

f

八
月
十
五
日
に
-
人
一
入
院
み
あ

げ

き

し

て

も

ら

L

1

f

る
お
祭
り
で
す
。
こ
れ
を
「
大
文
字

慰
霊
祭
」
と

l
ま
し
て
ね
古
門

山
に
日
本
一
の
「
大
」
の
字
に
火
を

点
じ
ま
す
。
也
個
人
で
始
め
ま
し

て
今
年
で
-
O
司
今
は
寸
メ
支

Z

E

」

が

て

て

、

手

。
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1

で

す

が

ね

@

あ
れ
は
二
一
玄
O
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京
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富

市

計

画
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る
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門
限
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穐
か
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て
あ
の
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は
E
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ど

i

E

草

i主

F

t

E

1

0

ち

ょ

う

主

旭
区
扇
寮
理
組
合
力
ら
市
に
一
ニ
O

O
停
の
土
働
砲
を
寄
付
し
て
ぐ
れ
た
の

で
こ
の
際
桑
摘
し
で
買
へ
て
も
ら

t
そ
し
て
そ
れ
車
存
す
る
た

め
に

j
i

し
よ
う
と
、
う
ん
で
す
・

新
市
ih舎
は
必

年
度
に
完
成
へ

F
-
の
改
築
巴
主
主
う
と

ね

正

早

里

聖

書

も
全

E

J

Z

に

か

か

る

と

こ

ろ

ま
で
t
t
ま
し
た
。
四
十
E

1
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r
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て
I』
た
ん
で
す
が
一
得
連
れ
て
L

e
a
L
ま
し
た
・
困
十
六
匁
度
に
は
出

2

2

品

ー

で

す

@

そ

し

て

そ
の
嶋
所
は
や
は
り
大
体
朱
雀
円

の

前

あ

た

り

き

i

t

う
こ
と
に
な
れ
ば
i
v
L
が
ね
え
@

大
仏
:
ノ
ヲ

τこ
れ
は
置

の
観
主
曲
り
角
に
来
た
と
t
わ
れ

る
現
在
の
時
点
℃
十
分
に
値
打
ち

が
あ
る
と
考
え
て
1
3
・

弘

が

八

Z

ど

E

E

T

ヘ

怠
り
、
そ
こ
の
ギ
ゼ
l
Lζ
l-aフ
Lと』

ろ

E

f

t

-

;

ら

さ

ら

に
行
っ
た
ナ
イ
ル
幽
刊
の
伶
と
り
そ

』
に
三
つ
の
ピ
ラ
y
v
p
が
あ
り
ま

す
・
そ
の
前
に
A
ヲ
《
ゾ
タ
ス
が
L

る
の
で
す
E

こ
れ
泊
畠
O
J
7
a
r
玄
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踊

る

ん

だ

ね

。

宅

3

1

ラ
富

の

婦
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て
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ア
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大
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弓
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ど
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4
た
と
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シ
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オ
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が

ど
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E

J
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@
Z
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よ
B
弘
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こ
れ
喜
兵
へ
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丹
空

て
来
た
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h
@
宙
、
神
社
仏
閣
ど
け
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観
光
花
村
じ
e
も
う
魅
力
治
危

一
L
e
i-
-
z
人
緩
み
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ず
れ
た
知
恵
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一
凶
き
a
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と
L
n
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A
の
で
す
a
a
m
a
主

一
L
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フ
こ
L
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な
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仏
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れ
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a
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か
に
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星
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一
0
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歴
史
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史
を
一
時

間
で
も
二
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も
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っ
て
t
お

う
@
屋
奥
の
棟
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を
知
る
こ
止
に
よ
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て
符
乗

-0
0
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が
、
か
に

f

ベ
t

t

i

s
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歓
え
ら
れ
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と
号
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ご
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に
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的
な
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F
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令
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れ
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草
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o
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士
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実
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2

E
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も
a
a
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し
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も
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な
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ん
臨
時
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来
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L
る
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金
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度
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当
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ね
一
般
会

計
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八
億
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さ
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近
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来
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、
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あ
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L
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乗
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P

と
L
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あ
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弘
叫
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、
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良

市
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、
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こ
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あ
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鎗
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近
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陪
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仕
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仏
7
e
ノ
，
マ
一
つ
に
し
て
も

z

i

i

a

闘

す

在

す

れ

ば

珂

豪

雪

Z

E

Z

〈

ら

lV
二
-
億
五
ハ
ハ
×
υ
芳
門
0
0
る
の

で
す
が
こ
れ
陪
寄
付
そ
の
他
で
由
実

現
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
A
n
ら

Z
ん
な
こ
と
主
ら
し
て
も
ら

う
。
北
和
包
帯
漕
合
で
す
位
。
金
を

;

z

i

皇

を

eq--立が
始
め

t

の

で

高

S

E

t

-

型

車

と

し

で

の

警

視

こ

れ

も

t

i

t

i

に

は
亀
方
自
治
体
は
非
常
に
E
R
L
で

を
も
た
な
い
と
ウ
ア
だ
，
t
m
の
財
政

も
怯
ん
と
に
行
箇
つ
で
、
ま
し
た
@

忠
は
こ
れ
を
車
に
し
草
し
た
が

十
質
三
停
車
郁
乍
が
つ
づ
一
、
た
ん
で
す
。

ど
ん
品
に
も
雪
見
つ
め
て
L

か

な

ま

ん

そ

う

L

E

f

な
ん
で
す
。

「す

べ

て

E

E

E

t

う

こ
L
と
は
盛
岡
氏
の
心
安
心
と
し
て
行

政
す
る
と
L
う
こ
え
「
す
べ
て
計

画
的
E
・
こ
れ
は
人
ロ
が
ふ
え

る
そ
れ
を
三
五
芳
鍵
慣
に
日
患
を

つ
け
て

F
し

っ

:

と

立

て
そ
の
還
り
に
や
勺
て
L
こ
う
と

1

2

・

E

E

i

の

分
冶
網
"
を
廃
止
し
定
し
た
。
亀
ん
ぽ

陳
情
コ
か
あ
ウ
て
も
、
今
や
も
う
家
良

市
は
筋
金
書
せ
ん
よ
@
磁
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や
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・
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す
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で
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宣
伝
え
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E
L
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で
す
g

そ
う
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う
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ま
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を

つ
く
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し
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の
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忽
危
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で
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そ
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に
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た
る
遂
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て
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の
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を
た
て
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。
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す
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市
民
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す
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E
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に
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す
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。
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。
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塔
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初
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灰
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隠
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L
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カ

ら

そ
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に
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に
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乗
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轟
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薗
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》
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き
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令
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も
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山
家

た
@
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め
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E

尽

し

て

く

れ
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が
あ
あ
L
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こ
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め
に
み

ん
な
e
知
。
て
〈
れ
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だ
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も
館
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な
こ
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で
す
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